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　The 　effects 　of 　fertilizer　applied 　at　Clifferent　times　on 　the　growth 　and 　yield　of 　rhizome 　of　Cnidium

ofiicinale　MAKINo 　were 　studied 　in　the　Oeld　in　1986−1991　in　Hokkaido ．

　1． Fertilizer　applied 　in　May （within 　l　month 　and 　a 　half　after　sprouting ）signi員cantly 　pro．

皿 oted 　the　growth 　of　daughter　stocks 　and 　was 　the　most 　effective 　for　increasing　rhizomc 　yield，

2． Fertilization　jn　July　and 　August 　promoted 　the　growth 　of　the　shoot 　in　autu   ，　but　it　had

little　effect　on 　the　rhizomc 　yield　of 　the 　p］ant 　by　the　standard 　cultivation 　jn〕日［okkaido 　where 　the

rhizomes 　are　usually 　harvested　in　carly　or 　mid 　October ．

　3．Apparentiy，　nitrogen ，　close ］y　related　with 　yield，　was 　to　be　absorbed 　
into

　
subterranean

P。，t， 2 ・・d ・ h・lf　t・ 3m ・nth ・ aft・・ f・・tilizati・ n・ Thi・ m ・y　cxpl ・ i・ why 　f・・tili・・ti・n
　
j・ 」・ly

and 　August 　was 　ineffective．

　4．The 　effect 　of　basal　drcssing　on 　their　growth 　was 　observed 　from 　Iate　April （sproutjng 　timc ）

in　till　early 　August．
　5．From 　these　findings，　the 　best　app 旺cation 　program 　of　fertilizer　in　Hokkaido 　suggested

should 　be　as 　follows：one 　half　of　the　total　yearly　amount 　of 　fertilizcr　should 　be　applied 　as 　the

basal　dressing　and 　the　other 　half　as　top　dressing　in　May ，　within 　l　month 　and 　a 　half　after　the

sproutlng ・

Keywords − Cnidium　0177eina’e ；　time　of　fertiljzer　application ；top 　dress加 g；yield

　生薬川苒 は 基原植物 と し て セ ソ キ ＝ウ （Cnidium 　oficinale 　MAKINO ） の み が JP．　XII に 収載 され，供給 は す べ

て 国内で の 栽培 に よ っ て お り， 安定 した収量 を得る た め の 栽培法 の 確立 が 求 め られ て い る生 薬 の
一

っ で あ る．本種 は

中国原産と考えられ ，1600 年代 の 長崎へ の 渡来以後各地 で 栽培 され て きた が
3）

， 元来寒冷地型 の 植物の た め 現在北 海

道を中心 に 東北及び 関東地方北部 で 生産さ れ て い る．しか し ，収量に は 各生産地域間及 び 年次 に よ り大きな差が み ら

れ
4）

， 今後生薬の 安定供給を は か る上 で，肥料条件 は じめ 生育 に 関係す る諸要因 と 収量 との 関係 を 明 ら か に し ，そ

の 地域の 栽培形態 に 即 した栽培技術 の 確立 が 必要 で あ る．著者の
一

人で あ る畠山 は名寄市 に お い て 試 作 を 行 い
，

最適な 苗 の 大 きさ ・定植方法 ・種 イモ の 消毒方法及 び 同地 域 に お け る最適収穫時期 な どに つ い て ，既 に 報 告 し て い

る 1｝．ま た，北海道 立 北見農試は 同地域 で の 栽培方法 を 検討 し5〕
， そ の 中で 肥 料条件 と収量 に つ い て 言及 し，窒素 ・リ

ソ 酸
・カ リの 肥 料三 要素 の うち窒素 ・カ リ の 効果が 顕 著 で あ る こ と，年間 施用 量 は 窒素 8〜工2kg ， リ ン 酸 5kg ，ヵ

リ 10kg ／IOa が 適量 で あ る こ とを報告 して い る． また 施肥 方法 と し て ，半 量 を秋 の 定植時に ，残 り半量 を 翌年春に

追肥 と して 施す の が良い と報告 して い る が そ の 理由は 明 らか で な く，また 追肥時期 に 関 し て も具体的な 検討がな され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 5 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

TABLE 　 LEffect 　of　Time 　of　Ferti］izer　Application　on 　Dry 　Matter

Yield（kg！6　m2 ）ef 　Cnidittm　ofi7cinale 　MAKiNo （1986）

Plots Daughter 　stock Mother　stock Tota 且yield

ABCDEFGHIJ8．May ＊ 1

17．May27

．May7

．Jun．

17．Jun ，

27．Jun．

7．Jul．

17．Jul．
28．亅ul，

7．Aug ．

LSD （p ＝＝O．05）＊ 2

2，99±0．2ga
2．90 ±0．20ab

2．78±0．15abc
2．75 ±0．25abc

2．75 ± 0，20abじ

2，63± 0．31cd

2．70±0，33bcd
2．59 ± 0．24cd

2，48±0．24d 巳

2．33± 0．31e
　 O，255

1，10± 0．11
1，ll± 0．10

1，08±0．13

1，05 ± 0．08

1，06±0．11
1，00 ± 0．11
1，06± 0，18

王，06± 0．12
0．99± 0、12
0．95± 0．14

　 N ．S ．

4．10± 0，3ga

3．95± 0，42ab
3．89± 0．20ab

3．85± 0，33ab
3．79 ± 0，22abc

3．64± 0，43bc

3，66± 0，56bc
3．71 ± 0，23bc

3．45±0．34cd

3．24± 0，41d

　 O．366

Each 　value 　is　mean ± standard 　deviation．
Values　with 　different　superscripts 　are 　sjgnificantly 　different　from　each 　 other 　at　5％
］evel　according 　to　Fisher

’
s　LSD 　test，

＊ JTime
　of 　fertilizer　apPlication ．

＊ 2represents
　least　significant　difference　at 　5％ level．

　 NS ．：not 　significant 　at 　5％ leve］．

TABLE 　II． Effect　ofTime 　of 　Fertilizer　Application　on 　Growth 　of

Cnidium　ofi7
’
cinate 　MAKINO （1987）

Plots
Fresh　matter 　yield（kgf12　m2 ）

Mean ± S，D ． Maximum Millimum

AB

．
CDEFGHIJ

8．May ＊

ユ8．May28

．May9

．Jun．
18．Jun．

29．Ju11．

7．Jul，

．17．Jul．

28．Ju】，

7．Aug．

16．4± 1．54ab

l6．3± 1．01ab
I6．6± 工．51a

15．2 ± 0．60abc

15，2 ±0．81abc
13．8± 工．52cd
13．8± 1．61Gd
l2．8± 1，24d

14．7± LO5bc
14．2± Lllcd

19．418
，018
．015
，716

．315

．716
，514

．916
．115
，8

15，115
．613

．814

，014
．111

，711

．911

，313
．412

．7

Val… with 　diffe・ent ・up … c・ipt… e ・ig・ificantly　diffe・ent ・fr・m 　each ・th・・ at　5％
1evel　according 　to　Fisher’s　LSD 　test （LSD ：0．05司 ，87）．
＊ Time　of 　fert山zer　application ，

て い な い ．今回著者 らは春か ら夏 に お け る施肥 の 影響に つ い て ，1986年か ら1991年 ま で 4 回 の 圃場試験を実施 し ， 生

育及 び収量 に 及 ぼ す効果，な らび に そ れ らの 原 因 に っ い て ， 窒素 ・カ リ含量 の 経時変化を含 め 詳細 に検討した の で 結

果を 報告す る．

実験材料及び 方法

　材料　北海道名寄市 の 当試験場 で 育成 した セ ソ キ ＝ ウ を用 い た．

　耕種概要 と試験区分　1986年度 ；1985年10月26日に 畦 幅 60　cm
， 株間 30　cm （5，328株／10a ） で 10a の 圃場 に 定

植した．試験区 と し て ，1986年 5 月 8 日か ら8 月 7 日 ま で 約 10日の 間隔で 10区 （A 〜J区 ， TABLE　I）の 施肥時期を

設定 した．肥料は 窒素 ： リン 酸 ： カ リ＝12 ： 5 ： 10kg ／10a を施用 し，各 々 硫安 ・過 リ ン 酸石 灰 ・硫化 カ リ の 型 で 所
定 の 日に 全量を施 した．同年 10月14日に ，各 試験 区 と も 6m2 を 1区 と して 8 回反復 （計80区 ・480m2 ） で 収穫 し，

（ 6 ）
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TABLE 　IIL　Experirnental　Design （1990）

Amount 　of 　fertilizer　applied （kg！lO　a ）

Plots Bd ．＊ 1 Td ．（301May ）
＊ 2

　 Td．（171JuL）　　 Td．（3！Aug．） Tota 且

N 　　 P　　 K ＊ 3
　　 N K N K 　　 　 　N K 　　　 N　 　 P　　 K

ABCDE 〆
OrOrOrO

！
0

6rOrO6rO666rOrO 1．936

3

1．62
．55

2．5

2，23

rO

つ

」

1．82

．5

52

．5

1．9

3

1．6

2．5

2222511111 　

　

　

　

5

1111

三

−
　

l
　

l
　

1
　

1

1QrO

〆
0

！

06

＊ lrcpresents
　basal　dressing．　 Compound 　fertilizer（N ：P20s ：K20 ＝10：10：10）was 　supplied 　at　 the　rate　of

　 60kg 　per　10　arc　at　the　time　ofsetting （14th　October，1989）．
　 Phosphate　fertilizer　was 　applied 　as　on ［y　basaL　dressing．
＊2represents 　top　dressing，　Ammonium 　sulfate　and 　potasslum　sulfide　were 　applied 　as　nitrogenous 　fertil−

　 izer　and 　potassium 　fertilizer，　respective ［y．
＊3N

： nitrogenous 　fertilizer，　P 二 phosphate 　fertilizer（P205），　K ：potassium 　fertitizer（K20 ）．

TABLE 　IV．　Experimental　Design （1991）

Amount 　of　fertilizer　applied （kg！10　a ）

Plots Bd ．＊ 1 Td，（31／May ）
＊2Td 、（11Aug．） Total

N 　　 P 　　 K ＊ 3 N K N K N 　　 P　　 K

AB 〆
06rDrO

〆
06

〆
06 55

3 2．5

2511 6　　116

　 13．5

Notes 　are 　tbe 　same 　as　TABLE　IIL
Basal　dressing　was 　applied 　at　the　time 　of 　setting （5th　October，1990）．

各 々 親 イ モ ・
子 イモ

6 ）

とに 分けて 水洗 ・乾燥 し た もの を 収量 と し た ．1987年度 ；1986年10月 16口 に 前年 と同
一

条件 で

定植 し ， 試験区 （A 〜J 区，TABLE 　II）及 び 施肥条件も同
一と した ．10試験区 の うち 5試験区 （A ，C ，　E ，　G ，1 区）

に っ い て ，各区共連続す る 10株を 1987年 5 月22 日か ら工0月 19日 まで 約 IO目毎に 掘 り と り，生 育 を調査 した ．調査後 の

試料 の うち A ・C ・E 区 に つ い て ， 地 上 部
・地 下部 の 全 窒 素

・カ リ （K20 ）の 含有量 を定 量 した．同年10月 14日に ，各

試験区とも 12m2 を 1 区 と し て 6回 反 復 （計60区 ・720　m2 ）で 収穫 し ， 水洗 し た もの を生体収量 と した．1990年度 ；

1989年 10月14 日 に 畦 幅 60cm ，株間 20　cm （8，　OOO株flOa） で 5a の 圃場 に 定植 した ・試験区は TABLE 　IIIに 示す

5区 で，1区 4．3m2 （36株） と し各区14反復で 配置 し た ・各区連続す る 8 株 を 1990年 5 月16日か ら 9 月 17日まで の 間

に 5回 ， 2回反復 で 掘 り上 げ生育 を調査 し た ．同年 10月14H に 4 反復分 を収穫し ， 水洗後蒸気 で 約 15分間湯 ど うし処

理 した 後 乾燥 させ て 重量 を測 定 し た．1991年度 ；1990 年 10月 5 日に 前年 と同
一

条件 で 定植 し た ．試験区 は TABLE 　IV

に 示す 2条件を 設 定 し た．同年10月 5 日に 連続す る10株 を 3 回 反 復 で 掘 り と り生育を 調査 し た．同年10月ll日に 各区

2．5　m2 を 1 区 と して 3回 反復 で 収穫 し ， 1990年度 と同様 の 方法で調製した もの を収量 と した．

　以上 の 4 回 の 試験 の 共 通 条 件 と し て ，定植時 の 種 イ モ は べ ソ レ ー ト粉剤 で 粉衣 し，また 基 肥 と して 中熟堆肥 2t／10

a，炭酸 カ ル シ ウ ム 90kg ／lOa を定植前 に 全層 に 施 した ・窒素 の 定 量 は・試料 1g に 硫酸 15ml 及 び ケ ル タ ブ錠を

加 え，330℃ で 約 1 時間，そ の 後 420℃ で 1時間半分解後 ， 冷却 して 分解液 と し・MRK 自動式窒素／蛋白質定量装

置 （三 田村理 研製） に よ り定量 した．カ リは SPAD −SFP2 （富士 平工 業製）
7）

に よ る 炎光光度法 に よ り，また 葉面積

は 自動葉面積計 （AAC −400，林電工 製） に て 測定 した．

　生育 ・収量調査結 果 の 解 析　
一

元 配置法 で 得た 結果 を Fisher の 分散分析法
8）

に 従い 分散分析 し ，　 pく 0．05 の 場合

を有意差あ りとみな し， p＜0．05 に お け る最小有意差 （LSD ）を もとめ 解析 し た ．

実　験　結　果

1． 施肥時期が収量に及ぼ す影響

年聞施用量 の 全量 を追肥 として 施 し た 1986年度 の 実験 に お け る 収量調査結果で は ， 5 月施肥区の 子 イ モ 収量及 び 全

（7 ）
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TABLE  V.Effect  of  Tirne of  Fertilizer Application on  Dry  Weight  (gllO plants)
of  Rhizome of  Oiidium qt77einale MAKiNo  (1990)

Plots Mean ±S.D. Maximum Minimum

A*BCDE 748. 2±77. 0c

792, 7± 33, 4be

919, O± 71. ga

707.0± 25.9c

874, 5± 3o. gab

836. 7812.

 61007,

 S742.

 2

 907. 1

672, 3743.
 0859,

 3681.0835.

 6

Values with  different superscripts  are  significantLy different
5%  level according  to Fisher's LSD  test (LSD: O.05 =-  82,O),
*  is shown  in TABLE  III.
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   Fig. 1. Effect ofTirne  of  Fertilizer Application on  Dry  Weightof

         Cbeidium q17icinale MAKINo  (1987)
O:A,  e:C,  A:E,  L:G,  D:I(Fordetails,seeTABLEII.)
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Fisher's LSD  test.
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see 　TABLE 　III．）
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Fig，3．　 EHヒct　ofTime 　of 　Fertilizer　Apphcation
　 　 　 　 on 　Growth 　of 　Aerial　 Parts　of 　C肋 跏 m

　　　　 雌 c伽 1θ MAKINO （1990）

○ ： A
， ● ： B

， ◎ ： C
，

△ ： D
，

x ； E （For　details，
see 　TABLE 　III．）

収量 は 他区 よ り有意 に 高か っ た が，親イ モ 収量 に は差が認 め られなか っ た （TABLE 　I）．5 月施肥区 の 全収量 が 他区

よ り有意に 高い 結果は ，さ らに 1987年度 の 同様 の 実験に お い て 再 現性 が 確認 で きた （TABLE 　II）． ま た 年間施肥 量 の

半量 を秋の 基肥 と して 施 し，残 りの 半量 の 追肥時期の 影響を検討 した 1990年度 の 実験に お い て も5 月施肥 区の 収量が

有意に 高い こ とが認 め られ （TABLE 　V ），以上 の 結果か ら 5月 （萌芽後 1 カ 月半以内）の 施肥が 収量 に 最 も効果的 で

あ る こ とが確認された．

　2．　 春期施肥が生育に及ぼす影響

　1987年度 に お け る 各部位 の 乾物重の 推移 を Fig．1 に 示 した，子 イ モ 乾物重 に は 8 月下旬以後 10月 まで 有意な 差が

認 め られ，5 月施肥区 （A ，C 区）は 他区 に 比べ 高か っ た ．ま た ， 地上 部乾物重 は 6 月下旬〜8 月上旬に か けて 区間

に 有意差が認め られ，5月施肥区 （A ，C 区） は 他区に 比べ 高 く， そ の 影響が 8 月下旬以後の 子 イ モ 乾物重が高 ま る

（ 9 ）
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TABLE　VI．　 Effect　of 　Fertilization　on 　Growth　of 　Cnidiusn　offcinale 　MAKiNo （1991）

plant　height　　　　 No ，　of

（・m ） ・au ・ht・・ ・… k 幅笥尉
tDry

　weight

Plots＊
Daughter 　steck

　 （91plant）
Mother 　stock

　（91plant）

Dry　matter 　yield

（kgf2．5　m2 ）

AB 49．8± 6．83

52．2± 3．9410

．2±0．55

10，1±0．8929

，1± 6，24

31．9± 7．8735

．3± 4，65

36．7± 3．3126

．5± 2、37

31．4± 2．40

1，53 ± 0．44

1．58 ± 0．25

Each 　value 　is　mean ± standard 　deviation．
＊ js　shown 　in　TABLE　IV．

寛
2．

2．

1，G

へ

ぐ
’a1P 註「 t

3

際  ．

1．

。
τ＿」＿一 ＿ ＿ ＿ L 一 亠 ＿一 ＿

　

ミ・、

丶
　 　 △

需
7．

5，0

3，D

％

1，5 　Mether 　stock

　 腫Qther 　sしook

O 、、、、

／ 緊
1＿ ＿ ／

1，3

賠

1．

1

●

会＝こ捻，’・＜ 2
　 ■

1．1 ．
／

凸

●／
ρ

　

／

ノ

　

’
／
．’

　

△

O

　

／・

°

＼

ヤ

△一一

心
へ

△

O

i　ロ

、L 一 一 一 ＿ ＿ 一 ＿亠 ＿一 一

。

一
L 亠 亠 亠 ＿ 亠 亠 ＿ ‘ ＿一 ＿

罵
1，8

罵

2．o

1．6

1．

　 lg87　　7／　　　　6／　　17　27　7〆　　17　28　7／　　19
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Fig．4、　Change 　of 　Nitrogen　Content　in　Each 　Part

　　　　of 　Cnidium 　 oMeinale 　MAKINo 　Cultivated

　　　　jn　Different　Fertilizer　Application （1987）
0 ： A

， ● ： C ， △ ： E （For　details，　see 　TABLE 　II．）

1．G

1

1．2

　 1987 　　17／　　　　6〆　　三7　27　7／　　17　287 ／　　19
　 　 　 　 　 JuL 　　　Aug．　　　　　　 Sep．　　　　 OCt．

Fig．5．　 Change　of 　Potassium （K20 ）Content　in

　　　　 Each　Part　of　Cnidium　ofieinale 　MAKINo
　　　　 Cultivated　in　Different　Fertilizer　AppIi−

　　　　 cation （1987）

O ： A ，● ： C
，　△ ：E （For 　details，　see 　TABLE 　II．）

結果に っ なが っ た もの と思われ る．一方，親 イ モ 乾物重に は 区間 に 有意な差が認め られず ， し た が っ て 5 月 施 肥区に

お け る高い 収量 （TABLE 　II） は，子 イ モ 乾物重 の 増加 に 由来す る もの で あ り，こ れ らの 結果 は 1986年度 の 結果と も
一

致 した。

　3．　 夏期施肥が 生育に及ぼす影響

　年間 施 肥 量 の 半量 を 秋 の 基肥 と して 施 し，残 り半量の 施肥時期 の 影響を 比較 した 1990年度 の 実験に お け る ， 各部位

の 生 育 の 推 移 を Fig，2，3 に 示 し た ．全般に 8月 10日 まで は全区に差が認め られなか っ たが，それ以後は 7 月施肥 区

（D 区） の 生育が 他 4 区 と比 べ 著し く劣 っ た．また 9 月 3 日か ら17日に か け て ，夏期に 施肥 を し なか っ た C 区 の み が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10 ）
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地上乾物重及 び葉面積が 低下 し た の に 対 し．夏期 に 施肥 を した C 区 以 外 の 4 区 は 9 月中句で も地 上部の 生育が な お活

発 に 続 い て い た ．し か し，10月 に お け る地 下 部乾物重 を比較す る と （TABLE 　V），　 C 区 が 最高で E 区 が こ れ に つ ぎ，

他 3 区は 著 し く劣 り，秋に お け る 地 上 部 の 旺 盛な 生育 は 収穫 期 に お け る 地 下 部 の 乾 物 重 に は 反映 し な か っ た ．

　8 月上 旬の 施肥 効果 を 比較 した 1991年度 の 実験結果 を TABLE 　V 【 に 示 した が ， 両区 に 有意差が 認め られず，収量

に対す る 8月上 旬 の 施肥効果 は認 め られ な か っ た．

　4．　 窒素
・
カ リ含量 の 変化

　1987年度 に お け る 各 部位 の 窒 素
・カ リ （K20 ）含有率 の 推移 を Fig．4，5 に 示 した，窒 素の 含量 は 地上 部で は 経時

的 に 減少 し ， 親 イ モ ・子 イ モ で は肥 料 施 用後 2 ヵ 月半 か ら 3 ヵ 月 目に 増加す る 傾向が み られ た．す な わ ち ，5 月下旬

に 施肥 し た C 区で は 8 月 中 旬 に ，6 月 中 旬 に 施 肥 した E 区 で は 9 月上 旬に それ ぞれ 含有率 の 増加 が み られ た．一
方 ，

カ リは 地 上部に 多 く認 め られ ，秋 まで ゆ る やか な増加 が 続 き親 イ モ で は 9 月上句 に一時減少 した後秋に か け て 急速 に

高 ま り，子 イ モ で は 9 月 以 後急速 に 増加す る 傾向が み られた ．し か し 区間に お け る含量 に は 差 は 認 め られ な か っ た ．

考 察

　L　年間施肥 量 を一定に して ，そ の 全量を 1 回 の 追肥 で 施 し た 場 合，及 び 半量 を基 肥 で 施 し残 り半量 を翌年 の 追肥

と して 施 した場合 の い ずれに お い て も， 5 月の 施肥 は収量 の 増加 に 最も効果的であり，こ れ は殊 に 子 イ モ の 肥大が高

まる こ と に よ る こ とが判明 した．一
方 ， 7 ・8月 の 追 肥 は 秋に お け る 地 上 部の 生育 を 促進 した が ，10月 上旬〜中 旬 に

収 穫す る北 海 道 の 栽培形 態
D

で は そ の 効果が 収量 へ は ほ とん ど反映 し な か っ た ．ま た 5 月 に 施肥 を せ ず夏 に 施肥 した

場合 に は 著 し く減収 した．こ れ らの こ とは ，窒素 が 施肥 後 2 カ 月半か ら 3 カ 月後に 地 下 部に 多く認 め られ る こ と と関

連 し て い る と思わ れ る ．一
般 に，サ ツ マ イ モ の 塊 根肥 大 に は 窒 素及 び カ リの 肥 効 が 高 く，こ れ は 澱粉の 合成酵素 の 活

性が 促進 され る た め で ある こ と が知られ て い る
9）．また 沢畑

10）
は ，サ ツ マ イ モ 塊根中の カ リ と窒素 の 比率 （K20 ／N ）

は 塊根乾物重 と密接 な関係が あ り，塊根乾物重 を上 げる上 で 塊根中 の 窒素及び カ リ濃度を 高 め る こ との 重要性 を指摘

し て い る．本実験 に お い て ，5 月 の 施肥 で は 子 イ モ の 肥 大 成 長 が 最 も盛 ん に な る 8 月 中旬ま で に 窒 素は 地 下部 に 多 く

認 め られ る の に 対 し ，
7 〜8 月上 句 の 施肥 で は そ れが 9 月中旬〜10月に な り， 地 下 部 へ の 肥 効 が一1一分現 わ れ な い ま ま

収穫期 を迎 えた もの と考えられ る ．

　2． 年間 施肥 量 の 半量 を秋の 植付け時 の 基肥 と して 施 した 場合 ， 残 り半量 の 施用が 5 月に 行われな くとも 8月上旬

まで は 生 育 に差 は 認め られ ず ， 基肥 の 肥効は 萌芽時か ら8 月上 旬 ま で 継続す る こ とが 推察され た ．施肥後，窒素の 肥

効 が 現れ る ま で の 期間を 考慮す る と ，半量 を 秋 の 植付時 に 基肥 と し て ，残 り半 量 を 5 月 （萌芽 後 1 カ 月 以 内） の 追肥

で 施す の が本種 の 生育及 び北海道 の 栽培形態に 最 も適 した方法 と考 え られ ，こ れ は 北 見農試 の 報告
5 ）

を 支持す る もの

で あ る．

　3．　以 上 の よ うに ，収穫 が 10月上 旬〜
中旬 に 行 わ れ る北海道 に お い て は 夏の 追 肥 は 効 果 が 認め られ な か っ た が，収

穫が ll月下 旬以後に行 わ れ る 地 域 に お い て は ， 収量に 効果 が 認め られ る可能性 もあ る と考 え られ る．
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